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沖縄の進学高校における生徒の学力推移に関する実証的研究

～３年間の学力変化に注目して～

西本裕輝＊・宇江城昌子*＊

AnEmpiricalStudyontheTransitionalChangesinAcademicAchievementofStudents

atAcademicHighSchoolsinOkinawaFocusingonaThree-yearFluctuation

ＨｉｒｏｋｉＮＩＳＨＩＭＯＴＯ，ＭａｓａｋｏＵＥＳＨＩＲＯ

はじめに 践の中で、学力向上に寄与する要因が分析によっ

て明らかになったとしても、その実践内容までは

詳細に把握できない。結果を解釈する際に、かな

りの情報が必要となる。よってここでは、実際に

実践に携わっている立場からの記述によってその

あたりを補いたい。そのためデータ分析の部分は

西本が担当するが、実践に関する部分は高校教諭

である宇江城が担当する。

沖縄県は、全国でもっとも学力の低い地域とし

て知られている。実際、2007年４月に実施された

全国学力テストの結果においても、沖縄県はすべ

ての科目で小中とも全国最下位であった'１１．それ

に関連して、大学進学率も長年全国最下位である。

そのような問題を解決するためには、大学と直結

している高等学校、特に進学校における実践を検

討する必要があると思われる。そこでここでは沖

縄の進学高校を対象とした調査を行った。

本稿では、進学校の高校生の３年間の学力推移

に注目する。具体的には、入学時の学力、２年時

の学力、３年時の学力というように、生徒の学力

を時系列的に追っていく。そうすることにより、

１年生から３年生にかけて学力が上昇していく生

徒はどういう特徴を持つのか、逆に下降していく

生徒はどのような生徒なのか、高い学力を維持し

続ける生徒はどのような生徒なのか、逆に下位に

停滞する生徒はどのような生徒なのか等に焦点を

あてることができ、これまでとかく固定的にとら

えられがちであった学力をよりダイナミックにと

らえることができる。ここではそうした分析を行

うことにより新たな視点を提示したい。

ただ、調査をとおした統計学的分析には限界が

ある。なぜならば、もし高校現場で行っている実

1．調査の概要

調査は2005年12月に行った。『高校生の学力向

上のための調査』と銘打った調査を沖縄県内の公

立進学高校２校の３年生524名を対象として実施

した。なお､対象となった２校（仮にＡ高校、Ｂ

高校とする）は、沖縄県の県立進学校４校（いわ

ゆる４Ｋと呼ばれる進学重点校）のうちの２校で

ある。

調査は学力についての質問と学校生活、家庭生

活に関する質問の三つの部分からなる。学力は進

路部の協力のもと、１年生から３年生までの学力

テスト（進研模試）の結果（全国偏差値）を入手

し分析に使用した。模試は①１年生７月、②２年

生７月、③２年生11月、④３年生７月、⑤３年生

10月の計５回分を採用している。

学校生活については、学校行事（体育祭、文化

＊琉球大学大学教育センター
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祭などへの参加状況)、講座（ゼロ校時、土曜講

座、夏期講座などへの参加状況)、部活動、生徒

会活動など、学校全般の活動への参加状況につい

て尋ねた。

家庭生活に関しては、家庭学習時間、基本的生

活習慣、通塾状況など、学校を離れてからの生活

について尋ねた。

質問項目の詳細については分析の段階でふれる。

とも低くなっているということである。偏差値で

言うと2.68下がっている。３年生の７月まではあ

る程度の学力を保っていると言ってよいが、特に

最後の落ち込みが大きい。これはＡ、Ｂ２校共に

見られる傾向である。

理想を言えば、受験前になって学力が上昇して

いくことが望ましいだろう。確かに３年生では、

浪人生も参入してくる関係で、２年生以前に比べ、

ある程度の学力の落ち込みは致し方ない部分もあ

る。しかしながら、大学入試をひかえたもっとも

重要な時期に落ち込みが見られる点は、沖縄の進

学校の課題と言えるかもしれない。

以後では、以上のことを念頭に置きながら分析

を進めていきたい。

２．３年間の学力の推移

では実際にデータ分析を通して、沖縄の進学校

の生徒たちの学力の推移について検討してみたい。

3．学力の規定要因分析
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次にここでは、３年１０月時点での学力偏差値を

従属変数として、学力の規定要因について検討を

行いたい。規定要因については、これまでの社会

学や教育社会学の先行研究（苅谷・志水2004,

耳塚2007，西本2004，宮島・藤田1991など）

を参考に、家庭環境変数（単親、保護者学歴、家

庭の文化的活動）も加えた。

平
均
値

（１）独立変数（規定要因）に用いる変数

まず、重回帰分析の独立変数に用いる変数につ

いて説明したい。学力を従属変数として想定した

場合の独立変数は以下のように設定した。

１年7月２年フ月２年11月３年７月３年10月

図２－１）学力偏差｛直の推移

表２－１）学力偏差値の推移

①性（女子）：男子＝０，女子＝１のダミー変数

②単親：非単親＝ｏ，単親＝１のダミー変数（単

親＝父子家庭もしくは母子家庭）

③父大卒：父非大卒＝Ｏ、父大卒＝１のダミー変数

④母大卒：母非大卒＝０，母大卒＝ｌのダミー変数

⑤通塾：非通塾＝０，通塾＝１のダミー変数

⑥学習時間：塾等も含めた家庭学習時間（分）

⑦講座参加：後に示す主成分分析によって「冬期

講座」「夏期講座」「ゼロ校時」「土

曜講座」の参加状況を合成した変数

（主成分得点）

⑧行事参加：後に示す主成分分析によって「体育

祭」「学園祭」「生徒会活動」「部活

度数最小値最大値平均値標準偏差

上の図は表の数値を視覚的にわかりやすくする

ように補足的に作成している。また表には平均値

に注目したいので網掛けをしている。

これらの図表からわかることは、入学時の学力

が一番高く、入試直前の３年生の10月の時点でもつ

－２２６－

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

１年７月

２年７月

２年11月

３年７月

３年10月

有効なケースの

数（リストごと）
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動」の参加状況を合成した変数（主

成分得点）

⑨家庭の文化的活動：後に示す主成分分析によっ

て「美術館や博物館に行く」「クラ

シック音楽を聴く」などを合成した

変数（主成分得点）

（３）家庭の文化的活動に関する項目の主成分分

析結果

社会学では、家庭における保護者の文化的活動

が子どもの学力に大きく影響を与えることが知ら

れている（例えば、Bernsteinl971)。よってこ

こでは学力を規定するであろう重要な変数として

扱いたい。項目は複数あるが、’情報を縮約するた

め、やはり主成分分析（バリマックス回転）を行っ

た（負荷量で0.40以上のものを採用)。その結果

を示したのが次の表である。

成分１には「演劇をみに行く」「美術館や博物

館に行く」「クラシック音楽を聴く」といった、

文化的再生産論において、高度とされる項目から

後の分析では、学力を従属変数として分析を行

いたい。

（２）講座参加・行事参加に関する項目の主成分

分析結果

因果分析に入る前に、もう少し分析に用いる変

数について説明しておきたい。先ほど挙げた講座

参加、行事参加は、それぞれ４つの変数が合成さ

れている。これは主成分分析（バリマックス回転）

により、第１成分と第２成分にそれぞれ抽出され

たものである（負荷量で050以上のものを採用)。

結果は以下のようになった。学校における活動

への参加状況を４件法により尋ねた結果であるが、

大きく講座に関する活動と行事に関する活動に分

かれた。

後の分析ではそれぞれの主成分得点（平均値は

Ｏ）を用いる。

表3-3）家庭における保護者の文化的活動に関す

る主成分分析結果

正統文化|ﾒﾃﾞｨｱ文化大衆文化

表3-2-1）講座参加・行事参加に関する主成分分

析結果

講座参加行事参加

－２２７－

成分

正統文化 メディア文化 大衆文化

演劇をみに行く

美術館や博物館に行く

クラシック音楽を聴く

旅行に行く

映画をみに行く

レストランで食事をする

ピアノをひく

パソコンを使う

お菓子(ケーキ・クッキー

など)やパンを作る

カラオケに行く

テニスをする

写真雑誌（フラッシュ

など）を読む

テレビでスポーツ中継

をみる

スポーツ新聞を読む

テレビのニュース番組

をみる

テレビの歌番組をみる

テレビドラマをみる

よくネクタイをする

食事は家族そろって食

くる

パチンコに行く

たばこを吸う

マージャンをする

ゴルフをする

日曜大工（本ばこなど

を作ること）をする

あみ物やししゅうをする
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講座参加 行事参加

学校の冬期講座には積極的に

参加した

学校の夏期講座には積極的に

参加した

ゼロ校時の授業には積極的に

参加している

土曜講座には積極的に参加し

ている

体育祭には積極的に参加した

学園祭には積極的に参加した

生徒会活動をがんばった

部活動をがんばった
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なっている。よってこれを「正統文化」と命名し

た。以下、成分２は「メディア文化｣、成分３は

｢大衆文化」と名付けた。後の分析では、固有値

や寄与率を勘案して、成分１「正統文化｣を用いる。

らないということであろう。

通塾についても他の多くの調査結果とは異なる

結果となっており、学力にはマイナスに効いてい

る。これは後ほど詳述するが、対象となった進学

校では、学力に不安のある生徒（学力の低い生徒）

が通塾する傾向が見られるためであると思われる。

また、行事参加についても学力に対してマイナ

スの影響を与えていることがわかる。進学校にお

いて、部活や生徒会活動を熱心に行ったり、学園

祭や体育祭といった行事に熱中しすぎることは、

学力達成には不利になる傾向があることを示唆す

る結果である。この部分についても後ほど詳述す

る。

（４）学力の規定要因分析

では、学力の規定要因についての分析を行いた

い。重回帰分析を行った結果が以下の表である。

表3-4）学力の規定要因分析

非標準化係数

４．学力上位を維持する生徒と下位に停滞

する生徒の違い

（１）学力によるグループ分け

先ほどは、学力を３年生の10月時点のものに限

定して分析を行ったが、ここでは学力を固定的な

ものととらえるのではなく、１年生から３年生ま

での学力の変化や推移も含めた分析を試行的に行

いたい。

そのためにまず、１年生の７月時点の学力（入

学時の学力)、３年生の10月時点の学力（受験直

前の学力）をそれぞれ上位、中位、下位の３群に、

従属変数:学力（３年10月時点）

＊は５％水準で、＊*は１％水準で有意であるこ

とを示す。わかりやすいように、有意な影響を与

えている変数には網掛けもしている。

まず、「母大卒」は５％水準で学力に対して有

意な影響を与えていることがわかる。母親が大卒

だった場合、子どもの学力は向上するということ

である。親の学歴と子どもの学力が関連するのは

多くの社会学における先行研究で明らかになって

いるところである。

また、学習時間も学力にプラスの影響を与えて

いる（１％水準で有意)。これはある意味で当然

だろう。

学校において実施されている講座も効果をあげ

ているようである。プラスの効果を与えている

(１％水準で有意)。

正統文化については、多くの調査結果と異なり、

有意な影響とはならなかった。これは、今回の調

査対象が進学校に限定されているため、分散が小

さくなったためと思われる。つまり、進学校に入

学する生徒の家庭環境は、それほど大きくは変わ

表441）１年時学力によるグループ分け

表4-1-2）３年時学力によるグループ分け
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それぞれ３分の１ずつになるように分ける。その

分布を示したものが表4-1-1と表4-1-2表である。

表4-1-1は１年時の入学時の学力により、生徒

を３群に分けた度数分布の結果である。有効パー

セントの列を見ると、ほぼ３分の１ずつに分けら

れていることがわかる。これは、学力上位（偏差

値54以上)、学力中位群（偏差値49以上54未満)、

下位群（偏差値49未満）として分けた結果である。

また、表4-1-2は、３年時の入試直前（３年１０

月）の学力により、グループ分けした結果である。

上位群（偏差値52以上)、中位群（偏差値45以上

52未満)、下位群（45未満）と設定した。

なお、３年時の偏差値が相対的に下がっている

のは、最初にふれたように、沖縄の進学校の生徒

の学力が、受験前になって低下することに起因す

る。したがって上位群の学力も、１年では54以上

に設定していたが、３年では52以上と、２下げて

設定している。したがってこのグループ分けは、

全国と比較したときに沖縄の学力が入試直前に下

がっていくという現象はとりあえず留保しておき、

あくまでも沖縄県の公立進学校の特徴を把握する

ための目安であることを断っておく必要がある。

さて、以上の２時点の学力を考慮すると、必然

的に以下のグループ分けができることになる。

次に、１年時点では下位にいる生徒であっても、

３年時点では上位に上昇する生徒もいるだろう。

そうした生徒は「下位→上位上昇群」と名付ける

ことができるが、数としてはわずかである（９名

で1.8％)。

また１年で上位、３年でも上位と常に上位を維

持する生徒もいる。「上位維持群」と名付けるこ

とができるが22.7％と111名いる。

このように、グループ分けすると、表のように

９群ができる。数としては「下位停滞群」と「上

位維持群」が多い。したがって後の分析では、９

群すべてを対象として分析するにはスペースが限

られているので、その２群に絞って分析を進めた

い。

（２）上位維持群と下位停滞群の比較

では、上位維持群と下位停滞群の２群問での比

較を行ってみたい。比較を行うのは、先ほどの重

回帰分析で有意な影響を与えている変数である。

なお、母大卒、通塾に関しては特に有意な差が

見られなかったので、ここでは、学習時間、講座

参加、行事参加について検討してみたい。

まず、学習時間について検討を行いたい。

2§nｍ

表4-1-3）１年時学力によるグループ分け
｡nｍｍ、
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図4-2-1）学習時間の群間ﾋﾋ較

表4-2-1）講座参加・行事参加の群間比較

例えば、１年時点で下位にいる生徒が、３年時

点でも下位にいた場合、そのグループは「下位停

滞群」と名付けることができるだろう。表よりそ

うした生徒は全体の19.5％（95名）いることがわ

かる。
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